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は じめに   

腱業の近代化をめざした圃場整僻事業は、そ  

の90％を終えようとしております。それに伴う  

埋蔵文化財の緊急発掘調査は8年目を迎えるに  

至りました。この間数多くの貴重な文化財の調  

査を実施してまいりました。   

今年度は群集墳の調査や弥生時代から平安時  

代にかけて連綿と営まれた集落の調査を行いま  

した。これらの資料は相川村の歴史を僻明して  

いくためにかけがえのないものと思われます。  

ここにその成果の一端を報告し、多くの方々に  

清川されることを願っております。   

終りにこの調査にあたり、結始ご協力いただ  

いた地元地権者の皆さんを始め土地改良区の役  

員の方々北びに発掘調査にあたられた皆さんに  

衷心より感謝申し＿1二げ序といたします。  

昭和62年3月20日  

相川村数育委員会  

教育長 金井久雄   
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例  ロ  

1．本書は昭和61年度相川地区県営聞l場整備事業に係る埋蔵文化財の発掘調査の概要を示したもの   

である。  

2．発掘調査を実施した遺跡は、三騎堂古墳群（群馬県勢多綱川Il村探津字三騎堂784番＝地他）、五   

反田遺跡（同深津字五反旧836番地他）、打越前遺跡（同探津字打越前608番地他）、近戸古墳群（同   

探津字近戸1503－2番地他）、前原遺跡（同深細字前原452－1番地他）の5遺跡である。  

3．発掘調査は粕川村数育委員会が昭和61年度文化財訓杏国庫補助金及び群馬用水土地改良事業所   

委託金を使用して実施した。  

4．調査は粕川村数育委員会の直営として同教育委員会社会教育主事小島純一が担当し調査員とし   

て笠原仁史が専従した。  

5．探津三騎堂古墳群2号墳＝H二人骨については聖マリアンナ医科大学第二解剖学教室教授、森本   

岩太郎先生に鑑定をお願いした。  

6．発掘調査はー闘［】61年8月25日より12月28日まで実施し、その後は出土品－－の整理及び本書の作成   

にあたった。  

7．発掘調査にさいし下記の方々から御指導御助言を賜った。ここに記して感謝申し上げます。  

井上唯研  岩崎泰一  梅沢重昭  鹿田雄三  異沢幸男  寅藤金次  

兵藤定信  徳江秀夫  西l・11健彦  能登 健  望月 侃  右鳥和夫  

相川村土地改良区 糀【掛買埋蔵文化財調査事業lヨ◆】   



発掘調査の経緯  

らの工事該当区域のl二いに5遺跡（推定39，000nf）  

を確認しており、これらの遺跡への対応につい  

て、工事施工者である群馬用水土地 改良事業所  

及び相川村土地改良区と数回にわたって協議を  

重ねた。この協議にあたっては群馬県教育委員  

会文化財保護課の有効な助力があった。   

協議の結果、工事該当区域内に確認された5  

遺跡については、現状での保存は工事計画の変  

更が処々の矧士‡により不可能であるとのことで  

記録保存を図ることとなった。なを、調査にあ  

たってはl揖】場生備工事着工前に一部発掘調査が  

先行して着手できるように工事側で調整し、教  

育委員会では調査の期限について、IrF年度と同  

様に12月末日を目標として発掘調査を進めると  

いうこととなった。また、発掘調査費用の一部  

増煩が認められた。   

以上の結果、三騎盤古墳群（14－11工区）、五  

反田遺跡（14－9工区）、打越前遺跡（14－8工区）、  

近戸古墳群（12－1工区）、前原遺跡（14－12工区）  

の5遺跡について発掘調査を実施することと  

なった。発掘調査は昭和61年8月25日より開始  

し、同年12月28日で総て完了した。発掘面積は  

34，8001112、発掘延参加人数は2，991人である。  

相川村は、昭和53年から村内耕地の約70％を  

対象として県営圃場整備事業が行われてきてい  

る。それに係る埋蔵文化財の発掘調査も昭和54  

年度から開始され、閲l場生備事業の調整を図り  

ながら順調に進んできた。本年度はその第8年  

次目である。   

昨年度の調査では赤城l1＝覇椎地域では珍しい  

弥生時代中期後半の13軒から成る集落や弥生崎  

代終末から古墳時代前別にかけての環濠集落、  

さらには相川村の新しい側面を見せてくれた製  

鉄遺跡の検出など多くの成果を上げることがで  

きた。この発掘による成架は昭和58年から昭和  

60年にかけて実施してた村内遺跡詳細分布調査  

による成果を十分に充たすものであった。この  

分布調査による各遺跡の分析では相川村を含む  

赤城山南麓の遺跡の在り方はそれぞれ水田桝作  

適地を背景として成立し発展しているという分  

析結果を得ることができた。相川村は水田農耕  

集落地域である「サト」としてとらえることが  

できたのである。   

今年度は、昨年度一部調査を実施した14工区  

の残り部分（深津打越地区）と12工区の一部（探  

津近戸地区）が圃場整備工事該当区とされた。  

工事総面積52．2ll（lである。教育委員会ではこれ  

8   10  12  
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第l表 発掘調査進行表   
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⊂⊃弥常時代から根る・脹溝（侵凋灘落）  

（：⊃川肝   

○ 弾独ホ牒  

⊂⊃・ふ肌時代から始まるり主落（掛一次新  

聞灘落）   
第l図 発掘調査遺跡の位置  
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発掘調査の概要  

（2）おもな遺構と遺物   

三騎堂古墳群では4基の古墳の調査を実施し  

た。発掘地区の現況は栗林及び桑園であった。  

当初は現況の地形から前期古墳の存在を予想し  

たが、試掘調査の結果、当初の予想区域より南  

に4基の古墳を確認した。この内、完掘できた  

ものは一号、二号墳であり、他の三号墳、四号  

墳の2古墳については－・部が圃場整備工事区域  

外の赤掘町地内にかかるため、相川村部分につ  

いての調査を実施した。また、調査途中でl些】号  

墳の主体郡が確認されたが、これも一部が工事  

該当区域に係るため、相川村、赤矧町、県文化  

財保護課とで似議をし、その結果、土盛りをし  

て現状保存という措置をとった。   

一号墳は、発掘＝真の頼も北に位置する古墳で、  

廼二径22．5111の円墳である。周堀は上幅3．5m、下  

l帽1．7111で古墳を全周する。墳丘盛土はわずかに  

認ることができる。主休部は不明であるが、墳  

頂部にロームブロックが集中して認められた。  

11筒埴輪の樹立は考えられるが、その数は少な  

く原位置で確認し得たものは1点のみであっ  

た。葺石は確認できなかった。主な出土遺物は、  

周堀底面より土師岩洋の小型の蛮と大型柑が、ま  

た、lり筒埴輪の完形品を2個体連結した状態の  

ものが同じく周堀北側の底面より出土してい  

る。この古墳の構築年代は墳丘の断割りの結果、  

墳丘盛土直下に FA の純層を確認したことや  

出ニヒ遺物から6世紀の前半代に比定することが  

できよう。   

二号墳は、一号墳の南に位置する。直径は17．  

5111の円墳で、周堀は＿l二幅3111、下幅1．35Illであ  

る。墳丘盛二l二は石室の構築状況などから判断し  

てほとんどなかったものと考えられる。墳丘中  

火には竪穴状の小礫榔が検出され、中には成人  

の人骨一体がほぼ完全な形で確認された。石室  

の構築は墳丘に土塀を掘り込みそのl■l‾】に根石を  

3   

1．三輪堂古墳群   

（1）遺跡の位置   

遺跡は勢多郡相川村深津三怖堂743番地他に  

所在する。粕川村の摘南端部、赤J尉町、il行橋市  

との行政界が互いに接している多＝＝上」の中央部  

に位置している。多＝＝」lの尾根＿1二を南北に走る  

農道がその行政界を成している。l二毛電鉄抑I一  

駅より南に3．41川1、国道50号線赤1脚町今井の交叉  

ノ点から北西へ1．5l川lのところであり、遺跡の南  

100Ⅰ山こは多圧＝力の二等三角ノーた（がある。   

多目川は、赤城山l▼l－り複から粕川村深津を経て  

国道50号線付近まで延びる丘陵性台地で、周断l  

は粕川や桂川などによって開桝されている。ま  

た、台地の東西両側には山麓開析による湿潤な  

沖積地が開けている。そのため、向からはこの  

多‖川Jは一際高く、あたかも独立丘陵のように  

みえる。   

多＝川止には、これまで古墳群や中世墳墓な  

どの存在が周知されており、すでに一部では発  

掘調査が実施されている。このl・いで最も著者－な  

遺跡は家形植輪群を含む宮村埴輪を多くJl†土し  

た赤堀町今井茶臼l．l．「古墳である。この古墳は多  

州山の中央郡、恨も細く括れる部分から束にわ  

ずかに張り出す尾根【恒こ位置している。この今  

井茶目l＿1＿応墳の西に隣接して三騎堂古墳群は検  

山された。この三騎堂古墳群は今井茶臼l1砧墳  

とともに初期群集墳を形成するものと考えられ  

る。‖珊二18年、時の帝室博物附こよる発掘調査  

報告書には茶臼l11了！丁墳の周辺に、小基の小l1用箋  

が存在していたことが記されている。今回の調  

査で1号墳としたものはこの報告書の周辺地形  

図に記言l或されたものの一部と考えられる。  



抑えている。石室は安山岩の山イほ横位に班川  

し、根締めとして仁1色粘土を川いて全体を被捜  

している。天井石は4枚で偶成され、やはリー′1  

色粘土を用いて根締めとし、その上をロームブ  

ロック混じりの褐色二1二で被っている。J二11上遺物  

は石室内より鉄の小破片が一点のみ検J1iされて  

いる。埴輪は全く検出されなかった。   

、 四ぢ・H墳はいずれも1－‘墳の半分を調査し  

たにすぎない。いずれも、山径20Ill柑の円墳にな  

るものと考えられる。三号墳については主体郡  

第2図 三騎堂古墳群平面図   



遺跡は柑l†やその束に流れる火神沢川などに  

ょって形成された比較的広い沖横地†ノ」にある。  

この沖積地内には砂壌二1二性の微高地やナ馴圭＝＝こ  

よる沖借地、多‖11．正俊からの山麓l紺析による  

沖借地が人り込み、その地形は複稚な様相を呈  

している。このうちノご〔」文t・t＝Ⅰ遺跡は一郎を桂川の  

侵食を受けた砂壌二1二性徴高地に立地している。  

遺跡の煙筒は130】11であり、南に向かって緩やか  

に似科している。  

（2）おもな遺構と遺物   

古．反日遺跡では竪穴式イニi鼎174軒、集石遺構、  

才f製蔵′廿裾などを検川、発抑朋査を実施した。  

住居・は弥生‖封代後期から奈良、平安時代までの  

ものであり、絶えまなく集落が継続的していた  

ことがうかがえる。相川村における典』州勺な伝  

統鮎射）ひとつであるといえよう。まだ整理が  

ばとんど進行していない状態なので詳細は今後  

の課題として、粕川村のこれまでの調査遺跡に  

比べた場合、灰紬陶鞘や緑利＝和服の山上が助著  

であったようiこ恨われる。  

は不明であるが、四号墳は農道の法面にイ主柱の  

石の一部が露出していたため、二万墳と同様に  

白色机二日こよって被覆された竪穴肘の小礫倒で  

あることが明らかになった。両丁用‡ともに埴輪  

のけ1土をみている。牛引こ四号填では勅願理のl】J  

簡埴輪を含む多競の埴輪を検州している＝形敏  

埴輪は確認できなかった。   

2．五反田遺跡   

（1）遺跡の位置   

遺跡は勢多郡粧【困深津字甜叉tl1838番地他  

に所在する。抑Il村の南部で、l祢情巾との行政  

則寸近の桂川左岸に位置している。県道深津・  

伊・勢崎線から県道今井・l榊喬緑へと抜けていく  

新設の彪免道路の粧川を渡る橋の北側に広がる  

遺跡である。遺跡の動こは多I11山丘．陵をl拍手み、  

南100111には大童の前・・い後の三大前力後IW頃  

が在る。また、近年、■－い跡甘代車柑の豪族の居  

純跡として注目を集めた梅ノ木遺跡は両来釣  

2nOlllに位置している。  

1Ill  

．て   



3．打越前遺跡  

打越前遺跡は相川村大  

字深津字打越608番地他  

に所王Eする。五反田遺跡  

の北約10伽1に位置して  

いる。ローム台地と低地  

とが接する部分にあた  

る。櫻高は132Illである。  

追跡の西は桂川によって  

大きく侵食され、遺跡面  

と4111の比高差がある。  

東にはll卜推開析による比  

較的仰の広い沖積地があ  

る。 現況ではこの打越前  

追跡と壬】二反田遺跡とは同  

じ砂壌土性徴高地に立地  

しているように見えるが  

試掘調査の結果、この二  

道跡の川にはAs－Bで埋  

没した谷地が存在してい  

ることが明らかになっ  

た。この谷地からは帆畔  

は確認されていないが十  

分に水11はして桝作が可  

能であったと考えられ  

る。本遺跡では平安期の  

竪穴式ti潤5軒と時期不  

lリ」の満1条の調査を実施  

した。また、遺跡の北に  

も山矧川析による浅い谷  

が存在したが、そこから  

は子てl；分的にAs－Cの純層  

と弥生時代後期の櫛描攻  

を持つ土器片が1点‖1二Ⅰ二  

している。   

第4図 五反田遺跡全体図  
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5．近戸古墳群   

（1）遺跡の位置   

近戸寸「墳群は相川村大字深津手近戸1503－2番  

地他に所在する。上毛電鉄新屋駅より南に11川1  

のところに位置している。遺跡は赤城l．L再」腹か  

ら続く、比較的幅の広い丘陵性台地の南傾斜面  

Lにある遺跡である。この道跡のある台地は、  

東から南にかけて桂川によって侵食されるとと  

もに比較的広い沖積地が形成されている。西は  

東神沢川やl11矧用析による沖積地が入り込でい  

る。   

この近戸古墳群と同じ台地の南西200Illには、  

昨年度調査の西迎遺跡がある。また南100111の沖  

横地内の砂壌二1二性徴高地には坂田城跡が位置し  

ている。この小字近戸からその西にあたる小字  

聖天の地内には昭和10年の上毛古墳総覧による  

と8基の古墳の所在が記載されている。この内、  

現在まで墳丘を残すものが3基存在している。   

調査にあたって、墳丘を残す古墳については  

他力規1犬保存ということを前提として1矧場整備  

側と対応してきた。その結果、1基については  

圃場整備事業区域外であったため現状保存が可  

能であった。しかし、他の2基については新た  

な配反計画では現況保存が不可能な状態であり  

しかも計画の変更が難しいとのことで記録保存  

とすることとなった。さらには、今回の調査に  

ついては、圃場整僻工事の該当区域が仙トL、地  

相であることから大きな土の移動が無いために  

廼二按破壊を受ける石室を残す古墳、道路水路敷  

となってしまう‾古墳などについても調査を実施  

した。また岡崎に総、覧の記弧から漏れた古墳の  

有無についても言式掘調査を実施することによっ  

て確認することとした。   

以仁．の結果、新たに2基の古墳を確認し、そ  

れらが圃場整備工事によって適二接破壊を受ける  

部分にあることから、墳丘を残す2号墳ととも  

に調査を実施することになった。調査は、総覧  

相川日射65・り墳、第G61ヨ・瑳‡、記聞ほll；の2ハ功一‡の  

7   

4．前原遺跡   

（1）遺跡の位置   

前原遺跡は相川村大字深津字前原452－1番地  

他に所在する。多川山丘陵の付け根の部分にあ  

たる北西1句き斜面にイ立置する。標高は145111であ  

る。遺跡の匹iから北にかけては山麓開析による  

谷が入り込んでいる。現在では谷頭部分は州没  

が進行しているが、ちょうど遺跡の匹＝こあたる  

谷がl用ける郡分では水蓮：が豊寓で、現在でも湿  

㈹な低地を形成している。この低緑地は柑状に  

多l■Ⅰ川1にそって南に延び桂川にまで続いてい  

（2）おもな遺構と遺物   

前原遺跡では弥生時代中期後半の仁輔・㌻3什に  

ついて調査を実施した。1号住は最も大きく、  

良軸方向をほぼ南北方向に、9111×7Illの長方形  

の竪穴式住居でlい火には地床炉をもつ。炉lノ引こ  

は焼土は少ない。明瞭な桂穴は検出できなかっ  

た。ただ、住居北側に貯蔵穴を確認している。   

出．二1二遺物は少なく住居北壁よりの床面からは  

浅鉢形二川旨が東壁よりの床向からはチャート製  

の石核や剥片が多く～二l二う土している。住居埋ニヒは  

本道跡検F．1．iの総ての住居にプ・し通で、1二層にAs－  

B、下層はAs・C を多量に含む異色二1二、第一次  

埋没土はローム質の褐色ニヒであった。   

2号住は1号住の西に在る。6111×5111の長方  

号住と同様で南北フィ  形で、長軸方向は、ほぼ1  

向である。住居中央には地床炉をもち、壁下に  

用溝を巡らす。主柱穴は4本、北側の壁よリlい  

火には貯蔵穴を有する。この住居の南東附から  

はノ末耐密着の状態で磨製石鋲が2仲川．1土した。   

3号住は1号住の北に位置している。5111×∠1  

111の長方形で長軸方向はやはり南北ノブ向を示  

す。住居中央には地床炉、主柱穴は∠l本を検州  

している。   

この前原遺跡の資料は、昨年度調査を実施し  

た西迎遺跡の山ニヒ資料とともに相川村における  

初期塵耕集落を理解していくl∴で≡丘要なもので  

ある。  



4基を対象とし、便宜的に如から近戸1、2、  

3（総覧粕川村66号墳）、4（総覧粕川村65号墳）  

号墳と呼称することとした。  

（2）おもな遺構と遺物   

近戸1号墳は、発掘区の一番東に位置してい  

る。現況は桑畑であったが、肉l眼で僅かに高ま  

りを確認することができた。また、側壁の一部  

と考えられる石などが霜Jlニル、仙いの石捨て場  

のようになっていた。   

調査は墳丘に沿って表土剥ぎを実施し、その  

後石室部分の調査に入った。調査の糸，1f刃さ、両袖  

型の横穴式石室をもつlニリ填で、石室前には前庭  

状の石積みと不整l刊Iラの満ち込みを持つもので  

あることが明らかになった。周州は全川せずイ＝f  

室北側のみに造られている。形三伏も不定形であ  

る。古墳の直径は34111程である。埴輪、葺石はな  

い。また、本古墳は－・部古墳時代前期や後期前  

半の住居を一部破壊して墳丘を形成している。  

石室は据四方を持つもので袋込めとしてllJ礫混  

じりの砂礫土を川いている。石室残存状況は比  

較的良好であったが～二l二i士道物はなく、耳環3 点  

と鉄鉱が少立碓認できたのみであった。石室の  

形態やJLl士道物などから終末期の古墳と考えら  

れる。   

2号墳は1号墳の西に位閲する。萬径25】11程  

の円墳で、周堀は全周する。葺石は確認されな  

かったが、円筒埴輪やノ‡甘形埴輪が周坊＝ノ可から多  

く出土している。主体部については不明である。  

墳頂の盛土下にはFAの純層が確認できた。■－王「  

墳時代後期前半の住居の一部を切って造られて  

いる。   

3号墳（総覧粕川村66号墳）は2一号墳のすぐ  

西に隣接している。発掘牒の関係で全州はでき  

なかったが直径39Ill松のl＝IJ墳になるものと恨わ  

れる。主休部は内所に赤色塗彩が施さカLた小竪  

穴式石室である。石室の保存状態は良好で根締  

めとして甘色柚土を川いている。天ル石は∠lイーf  

で構成されたもので、一石を残して他の総ては  

残っていた。しかし、出土遺物は鉄鉄の城欠が  

β  

少圭封二l二i土したのみであった。地元の人の諸によ  

ると昭利の初年に盗掘をうけたとのことである  

周堀内からは多蛍のl］」筒埴輪が検出された。   

4号墳（総覧相川村65号墳）は他の3基の古  

墳とは離れて、撮も西に位置している。発掘荊  

では頼も良く墳丘を残していた。かつては墳偵  

部に肘＝トり告があったとのことで庚申山古墳と呼  

称されていたようである。この古墳は明治の初  

年に石採取を巨川勺として発掘が行われ、その時  

の石室内の様子や出土遺物などについて克明な  

記録がl州台10年の郡付託に残されている。その   



ない寸土I■填であることがlリjらかになった。周堀を  

含だ直径は約32111（内、墳lてこの直径は16Ill）で、  

墳丘の残存高は1．9111である。周肋＝ま幅約3．6111、  

深さ約1Illで、理二仁‾F層にはFAの純層が、最  

上層にはAs・Bの純層が確認されている。また、  

円筒埴輪列の断割を実施したところ円筒列下に  

備1．8】11、探さ0．8111の周掘が存在することが確  

認された。この内堀は第一次理没土の形成後人  

為的に州め戻されている。   

主休部は破壊が著しいが、発掘調査の所見や  

郡村託の記録などから判断して、凝灰岩・の削l）  

11】には三鈴杏葉を含む馬具のセットなどもみら  

れる。また、その他の出土遺物の一価は現在、  

深沖近戸神朴の杜宝として保管されている。こ  

の近戸神社所蔵の三鈴杏葉については昭和1（）咋  

発行の「＿l二毛及上毛人 第222号」に紺介されて  

いる。   

発掘調査は墳丘内にある立木の除去から闘台  

し、その後、人力と重機とをイブ川ルて表二f二剥ぎ  

を実施した。その結果、本墳は墳丘面には全体  

に奇石を貼り廻し、墳丘裾郎はl－＝馴榊釦こよっ  

て凶構するという当地域にあっては他に例を見  

第5図 近戸古墳群2′3′4号墳平面図  
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イ＝fを蓋石及び短押に川い、長脾はH礫を小lIに  

積んだ特殊な形態の竪穴式モノ室であったと考え  

られた。石室一刃と考えられるところより碧三lま製  

の㌍玉が1点‖1二11している。   

出．」1二遺物は他に周州句より三鈴杏葉が1ノよ出  

上している。これは近戸神社に圭物として保管  

されているものと同型式のものであるが、鋳型  

を異にするものであると考えられる。また、多  

表土の埴輪が川二卜している。墳lて二裾部に土師郡の  

某中津土が認められた。埴輪には【Ⅰ膵糾跡輪の他  

に朝顔型の円筒埴輪、′阻型埴輪、人物埴輪がH  

上している（〕人物埴輪は小振りで赤彩されたも  

のがある。▲郡の植輪の川二巨1人態からはトリ了射l‘i  

輪列からの転落とは別に11l‘墳の外から内側にむ  

かって転落したような状況が捉えられた。粗殊  

な＝二＝伏態として注目できよう。また、了ナ丁墳の  

南側の周期に近接して縦2Ill、桃0－76111の長方  

形二lリ廣が検出され、その小からは完形のIり筒仙  

陥が16榊＝本もあたかも弟てう1f／べたような状態で  

川∴1二している（）なかには二卜順の外に立てられた  

ものが倒壊したような状況も出1状態から判断  

された。16個イ本のなかにはFl雄射直帰を2仲川よ連  

結したものや利彦姻Iiの†】1筒  

抑輪もiさ忍められた。   

以⊥のことより本■古墳は  

5世紀後、ドから6世紀前三l乍  

にかけて造成されたものと  

考えられ■し1l－墳の内容からは  

このH墳の被葬者が本地域  

におけるかなり有力な階層  

であったことが窺え、月11J  

己】‘墳押や白藤■古墳群ととも  

にこの近戸【l】‘墳群もハ墳時  

代の抑l川、j■を考える．卜で主巨  

要な位閏を占めることがlリ」  

らかとなった。   

これらの古墳の他に■古墳  

時代前期の住居2軒、古墳  

時代小期後半から後期初頑  

の住居3仰の調査を実施し  

た。いずれ卜占墳との切り  

合い関係を有している。6  

一号住は■fI－‘墳哨代中期後半に  

位置付けられるもので、初  

期須恵器を含む当該期の多  

去圭の土拙を才臣1二した。その  

内の埜のlいには多義の炭化  

米が検山された。   

第6図 近戸古墳群4号墳平面図  
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昭利61年度調査の成果と問題点  

今年度は昨年に統き、深津地区の調査を実施  

することとなった。今恒＝五弥生時代l1＝り机後・モI二の  

小集落の調査、弥生時代後期から奈良・平安糊  

代まで継続的に営まれた伝統集落の調査、古墳  

崎代後期初頭の群集墳の調査をそれぞれ実施し  

た。ここでは個々の遺跡における成果を概観す  

るとともに問題点と今後の課題をとりあげ、ま  

とめとしたい。   

前原遺跡では弥生lい期後半の3軒の住居から  

なる集落の調査を実施した。これは、これまで  

赤城ll個暮引地域で検～＿l二1されている当該期の多く  

の遺跡が比較的数軒単位の小集落であるという  

状況と似ている。一方、昨年調査を実施した西  

迎遺跡では10軒を越す住居の検出があった。こ  

れら集落構成の相遥は何に起因するのか。また、  

当該期に後続すると考えられる弥肘1諷代後期の  

赤井戸式土岩詳との関係についても不明なノ三（が多  

い。赤城山南麓における初期農耕集落の進出適  

材とその発展の過程についての分析はまだ緒に  

付いたばかりである。今後の研究の進展に期待  

したい。   

五反田遺跡は弥生時代から奈良・平安仲代ま  

で継続r畑こ住居が営れた集落遺跡であり、170紆  

を越す住居の検出があった。この道跡の鶴田＝ま  

調査状況から判断して南に延びるものと判断さ  

れ、昭和57年度前橋市教委調査の久保皆戸遺跡  

B区にまでつながるものと考えられる。前橋巾  

教委調査地区では弥生l蹄代再1期後半の住居も確  

認さjLている。いまだ整理途＿l二ではあるが、住  

居数も時代を締るにしたがって増加し、遺跡の  

鶴田！も拡大する傾向を有するようである。また、  

五反田遺跡の北に位置し、同時に調査を実施し  

た打越前遺跡は平安時代の住屈で構成される集  

清適跡であるが、この道跡などは五反田遺跡の  

集落の拡大拡散の過程の中で形成された集落と  

してとらえることができよう。まさに典型的な   

伝統集落であるといえよう。ただ本区では水田  

を含む生産跡の検出がなされていない。この生  

踵遺跡の検‡二t1については今後の課題としておき  

たい。   

三騎堂、近戸では古墳時代後期前半の群集墳  

の調査を実施した。三騎堂古墳群は赤堀茶臼山  

了1丁墳の周辺に形成された初期群集填である。古  

墳の内容は先に調査を実施した白藤古墳群など  

とよく似ている。ただ、三騎堂古墳群は赤堀茶  

臼l11了ユ■－▲墳という前方後円墳を核として形成され  

たと考えられることや集落遺跡から離れたむし  

ろ集落遺跡を一望するかのような丘陵地に位惜  

していることなど仁】藤古墳群とは異なった在り  

方をしめしている。一方、近戸王1‘墳群は白藤古  

墳押と比べるとやや散：伯′！勺で規模も小さい。あ  

るいは調査縄囲外にある後期終末の群集墳の先  

駆を成すものである可能性もある。ただ古墳群  

が形成されていく過程で居イ三iリ或を墓域へと変え  

ていくという傾向は首藤古墳群と共通している  

これは、古墳の形成主体者による政治的な意図  

が反映されたものなのか。あるいは居住域を含  

む生産域の変化 り抑作・水け1共用型から水田志  

向型への転換）による結果なのか。今後の検討  

課題である。さらに個別の古墳を見るなら、近  

戸古一墳椚り号墳が注目されよう。l‾1＝j筒埴輪列下  

の周期、周掘脇に造られた埴輪土鳩、さらには  

周堀外に樹立されたことが～：1・1土状態から判断さ  

れる埴輪群などl■1」筒埴輪の意味を考える上で貴  

重な資料である。また、この古墳からは三鈴杏  

葉が一対州土している。この三鈴杏葉はこれま  

では型式的に新しいとされてきたものであるが  

本古墳から出土したことにより、やや時代槻を  

訂正する必要がでてきたようである。これにつ  

いても今後の詳糾な検討に言針〕たい。  

Jノ   



図版1  

三酢j；i：占1j■川－「請出伸1犬況  

二1狩生ハ▲1創作 遠jテt（西より）  

／∴’   



図版2  

三騎堂｛墳朝 1ゝ川1全景（西より）  
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図版3  

二騎′；；川‘墳耶 lけ川日朝仙人川路糾榊命‖H・．状態  

二騎常ハ▲墳群 い〃創り了笥Jl榊釦I＝、‥1ノミ態  

Jイ   



図版4  

三騎堂‡丁墳肝 211■墳三＝本部蓋抑脚1荊  

二邦雄晶‘墳肝 2里で＝二休郎蓋イ湖圧卜後   
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図版5  

／】二反州道跡 全景  
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図版6   

、 ＼ 、－  

、、  ＼  

ー、－～－、、  

Tl二反町道跡 遠景  

ハニ反11！遺跡 イ：r製織′i■j・拙＝土状態  

ノ7   



五反日遺跡1G（）号住居（．り細け代前期）全景（西より）  

／Ⅰ二反‖追跡16（）り付目遺物山上伏怯   

／．ヾ  



J】二反‖遺跡 ‖2り住居（古げ粧封骨車用掩針11）全局（西より）  

／l二反【l局別跡1′12引二伸．（ハ墳昭代中期後半）遣†れ■＝＝伏賠  

ノリ   



図版9  

正反lし】遺跡 20片住居（古墳崎代後期）仝㍍  

∴Iり   



図版10  

近「リ】‘け川－ト 遠景（両州」こり）   



近戸■1一明胴 1片墳t休部調州人況  

山ノ‾リ】■椚甘「1、2、3り力㌦掛最  
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図版12  

近戸ハ墳群 lり・墳主体郡（軸より）  

近戸ふ墳椚 3け頃卜休郎（西上り）  

二’∴’   



図版13  

近「砧脚伴 い〕・址紳輔朋鋸耐）状況  

追ノ畑◆げ川、「：▲lりノ旧■川I＝川里肛情状況  

ニ■／   



図版14  

近7r．1】■墳群 一＝川棚細川1リ鼎ノ両州舶＝十状態  

近ノリl‘」g■甘ーこlり川川川1州＝什．雄庸雄  

エ′了   



図版15  

j止Fリー－ぜ描羊 十け用湘輔紬1土状況  

ご／J   



図版16  

近戸■．上川一川羊 ㌃功臣居全景  

近ケり／Jダ川†こ 5け旧高射机＝川瀧   

ご7  



図版17  

前頂追跡＋遠目  

甘頂追跡＋2り≠常怜雷  
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図版18  

前轍遺跡 2ゝ汁膵；■遇物日土状態  

前脱退跡 2り・住居旧劇甘働＝＝■．：l人態   

∴一丁J  



群りII村三騎紫了り郎附tトト人骨について  

照マリアンナl欠科大字雛二断増り′㌣教容  

赦授 森本岩太郎  

付  

異の存否を第2表に示す。   

歯は．卜下ノⅠ端ともIl■切菌から第2大臼歯まで  

介計28本が揃っており、習繭は未裾二1二1である。  

・l射）岐合様ユ‥じは鋏状＝交合判で、喫頼度はBl・OCa  

の1度である。下期左祁1大臼歯に歯周症によ  

ると恨われるl捌i．雫雫】一緒の吸収像が認められる。   

椎骨としては、捌椎・胸椎・腰椎・仙骨の各  

破片がある。頸惟什としては第1望酬H環榔）・  

苅3～5撃州†ミなどがはぼ完全に残っている。胸  

附ぃとしてはと川錮）胸附本のはかに椎弓片など  

が比らJLる。腰椎片としては第1～5腰仰が不  

完全ながら残っており、また仙′廿片としては第  

1～2仙仰全而の破片が認められる。   

肺腑j・什として榊′廿休片が僅かに残り、肋刊・は  

右肋照片が8佃（第1肋骨を含む）、左肋′馴二う■が  

州i∫I（釣1肋′けを合む）あり、はかに左右不詳  

の肋′ド川‖片が数仙ある。，   

＝伎明・については、まず左右の鎖ノ旨がその両  

端；を欠くだけで、ばば全長にわたって残ってい  

る。肩【l・】乍j・は右の肩lI竹外側何と烏口突起の部  

分が見られるだけである。．．【二腕′首は左右の′甘体  

の一郎があるが、結節l川溝をもつ右の′甘体片（約  

26（：Ill）のほうが、左の′脚本什（約11cl11）よりも  

やや残りは良い。はかに、左右不詳の中手′計体  

什が1佃ある。   

下肢′馴こついては、まず比較的保存の良い左  

右の冤′馴1・がある。大坐骨切痕の形は欠損のた  

め分からないが、恥骨下軸か」＼さい。恥′仔細合  

而には横証する畝のような降条が幾つも明瞭に  

見られる。大腿′肯は、右側が下端を欠き、左側  

が上・F端を欠く。左大腿′馴本中央郎の横断示  

教は100．0を示し、ビラステルの形成は認められ  

ない。脛′甘は、右が′甘休後面の上半郎、左が骨  

休陸棚腑直外側面の小央耶をそれぞjL残してい   

l．はじめに   

昭利61咋10月、群蟻県勢多用制＝ll村深津所在  

の三騎堂古墳群2号噴から6世糸己前半に属する  

古人骨1f剛本分が川土した。粁川村教育委員会  

からの委嘱によi）筆者がこの人骨を調べたの  

で、 ここに報哲する。  

Il．人骨の出土状態   

三騎堂古墳群2号墳主体戸附こおける石棉の長  

軸＝ま、ほぼ刺ヒ東から西南西方向へと走ってい  

る。調査記録によれば、人′廿はこの石析内から  

東北東頭位の仰臥伸展位で出二l∴した。人骨の保  

存状態は良いとは言えず、小さな′廿は腐食によ  

りほとんど消失し、大きな骨も部分的にしか  

残っていないが、頭蓋だけは例外的に比較的点  

く保存されている。人骨の配列は研削学的にl二1  

然である。人′浄は焼けておらず、また人ノ馴こ赤  

色物の付着は見られない。  

Ill．人骨所見（写真1～4）   

残存する人′浄は、頭蓋、椎′計、左おの肋骨、  

胸骨、右の肩甲骨、左右の鼻削∃・・l二腕骨、左右  

不詳の小手骨、左右の寛骨・大腿骨・腰骨の各  

片である。   

頭蓋については、脳頭蓋の左後・半部ならびに  

左の頬′浄弓・下顎頑付近が欠損しているだけで、  

その他の部分は比較的良く保存されている。触  

がゆるく傾斜し、眉弓および眉‖＝りが降起し、【」こ，’L  

根部が陥凹し、乳様突起が膨降して大きく、卜  

顎角が外反するなど、男性頭儀としての諸特徴  

を備えている。頚蓋冠の3主縫合は内・外板と  

もまだ完全に閲し、ている。頭蓋の主要計測側溝  

よび示数を第1表に示す。この表によれば、顔  

面は顔示数（Vil・cllOⅥ′）および＿卜触示数（Vi卜  

chow）による広顔型、眼滞はl判眼筒型、抑ま広  

鉦蜘こ属する。観察事項として班蓋の形態小変  

．？0  



lV．まとめ   

粁＝l困二騎堂ハ墳2〉ヨ・墳主休耶石棺内からほ  

ぼ東軸位の仰臥伸展イ立で州土した6世紀盲肝‡1に  

屈する人′けは廿卑明胴車llの比較的若い男牲1個  

†木分と旭われる。骨格は必ずしもJすi丈ではない  

が、特記すべき病変や外侮は見当たらない。   

る。 骨休前縁は比較的銅い。   

以上の人′け片はいずれも頑丈とは言えず、ま  

た′け表酢こおける月別寸着郡の発達捏度も概して  

小男；度以卜であり、臣隼期のサ伴三にしては骨椿  

から筋′胃′たくましいという印象は必ずしも受け  

ない。［hJノニつような′1■j・の外傷・病変は認められ  

ない。   

第2丸 三騎′j；け－－墳2〉ヨ■噴けH二人′け頭蓋の形態  

小変うーさのイ／否。（＋）は存在、ト）は無し、（′川か付蟻  

第1表．二騎常ハ墳2与ゴー触t仁1二面詰の計測仙烏  

よびホ数（J川卜前号はⅣⅠ之11・しi】1による）。  

Jl′i  l二l  右  ／i三  項  巨1  数仙（川l】1）  

5  豆l’i蓋基底長  

（）   メI迂小前野い偏  

′10  
顔  長  

′16   【l】 触  腑  

′17  顔  一筍  

′18   lニ  彦貞  高  

51   ‖J一 滴 晰（イ】）  

52   1りヰ 満 扁（り  

5′1  】 ・・．t  晰  

晶  55  尚  

Gl   上顎l菊椚肺  

69  オト ガ イ 詞  

（う9（3） ド聯休ノ阜ii糾  

7（）；l 卜制」貞高（り  

71il ‡】責小ド誠心細浦り  

∠17／購助■i示 数（＼／）  

′18／∠16 上顔示数（＼り  

52／51刷上苗示数（り  

55／5∠1・ル  示  数  

l人＝別口藍管骨柄  

翼 仙 fL ′け 桶  

詩・下神経管二分  

症状突起閃骨柄  

柑 雫11； 欠 如  

叔＋寮 ノけ  典 礼  

【l艮 冨宰」1緑 fL  

副 …弓 箭 卜 孔  

顎舌′削捌鵬紺一川・橋  

副 オト ガ イ 孔  

前 頭 縫 合  
二分畑′廿・頼′け後裂  

イ  ン  カ  ′け  

由一亘 憤 切 痕 ′け  
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′与＼真2 二．蛸甘け－▲墳群2号榔＝十人仰  

の上カーit嵩イ／側【両机）  

写真1三騎草古墳胴2り一冊t＝リ＼′け  

の功∫旦蓋前面観。  

′′ノニ11主3  湖づii’．1l■眉肝2り州＝1十ノ＼ノ宗一j’  

の仲川十†llrけ（りプ真一主の小火j－i」こび‾目黒）、  

肋廿＝∴ハ‘主J）小火仰′け別のノ】■二）および勅  

け（′車lけ）＝婁ノー・：イーー）の香ト■掛川‘。〕   

写i－＝ 三騎常ハ墳椚2り・脚tlt・．人′け  

の．＝は′け（′り：1‘主のイニf上殿）JJよび卜肢  

ノ廿（ノ′ノl三夫のん下段）の香↓牒丹＝■r）  

∴■∴’  
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